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▲グローブボックス（2023年） 

 

▲冬休み科学館まつり（2024年） 
10：00～16：00（最終受付15：30） 

開催日 プログラム 

４日（土） ショー・バンジーチャイム演奏会 

５日（日） 実験 表面張力の不思議 

１８日（土） 工作 スライム 

１９日（日） 
工作 ビリビリボイスに変身 
紙コップボイス 

２５日（土） ショー・空気の力で空き缶つぶし 

２６日（日） 実験 静電気の不思議 

 ▼   

            『カンちゃんドーナツ』 

・平日：13：30～15：30 

・土日祝冬休み：10：00～11：30、13：30～15：30 

１月のスポットサイエンス 

※開催時間などくわしくは、当館ホームページをご覧くだ
さい。 

昨年はほうき星と呼

ばれる彗星が４年ぶ

りに観察できました。 

皆さんはご覧になり

ましたか？ 

さて２０２５年はどん

な天文現象が見られ

るのでしょう？ 

土星↓ 

▲土星は自転軸を傾けながら３０年かけて公転しており、
地球からは15年に一度、薄い環を真横から見ることになり
ます。 

９月には皆既月食 

 １月１２日には火星が２年２カ月ぶりに地球に接
近します。今回は小接近ですが、３月ごろまでは
赤く輝く火星が観察しやすくなります。  

 ９月８日には地球の影に入る満月が、赤銅色に
見える皆既月食が起きます。食の最大は午前３時
１２分で、室蘭から見えるのは約３年ぶりです。 

 三大流星群は、１月のしぶんぎ座流星群と１２月
のふたご座流星群が好条件で観察できそうです。 

皆既月食 

土星の環の消失とは 

  環があることで人気の土星。地球から望遠鏡で
見る土星の環は、傾きが毎年少しずつ変わってい
ます。それは土星が自転軸を２６．７度ほど傾けな
がら太陽のまわりを３０年かかって公転するうち、
地球からは土星を北から見下ろしたり、南から見 

げたりしているためです。 

  環の傾きが南から北に変わるとき、またはそ
の反対のとき、私たちは約１５年ごとに土星の環
を真横から見ることになります。 

  ２０２５年は北から南へ移る年にあたって、限り
なく薄い環は、まるでなかったかのように見えなく
なってしまいます。今回は３月、５月、11月が観察

のチャンスです。 


